
土
の
帯
を
展
開
す
る
　
ア
ー
グ
ネ
ス・フ
ス

ア
ー
グ
ネ
ス
・
フ
ス
は
、
着
物
の
帯
に
も
見
え
る
、
土
を
伸
ば

し
た
細
長
い
帯
を
用
い
て
オ
ブ
ジ
ェ
か
ら
器
ま
で
制
作
す
る
。

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
制
作
方
法
を
紹
介
す
る
。

太い土の帯を伸ばす。
撮影／野村知也（p.68–71）
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可塑性が高い信楽水簸土を叩いて四角にまとめる。プレスした土の板に白・黒・グレーの化粧土を刷毛で塗る。

夫・若林文夫から譲り受けた銅版画プレス機に土を置く。切り口を斜めにして、土の板を切る。

両端に12ミリの角材を置いて土をプレスし、厚みを揃える。1枚の土の板から、何本も土の帯を切り出す。
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帯の両端を手で持って、上から下に何度も落とす。初めはこれくらいの長さ。

最終的に、土の帯は3倍以上の長さになった。

土の帯を端からくるくると丸めていく。

数分の内に、土の帯がどんどん伸びていく。

装飾と成形が同時に完成。この後に焼成する。
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重
力
を
生
か
し
、宇
宙
と
対
話
す
る

を
斜
め
に
す
る
こ
と
で
、
渦
巻
に
し
た
と
き
に
最
後
が
き
れ

い
に
ま
と
ま
り
、
土
の
帯
を
足
し
て
長
く
す
る
際
に
つ
な
ぎ

や
す
く
な
る
。

　
陶
芸
の
一
般
的
な
制
作
工
程
で
は
、
練
込
な
ど
以
外
は
成

形
後
に
絵
付
を
し
た
り
、施
釉
し
た
り
し
て
色
を
付
け
る
が
、

ア
ー
グ
ネ
ス
の
場
合
は
先
に
彩
色
す
る
。
土
を
伸
ば
す
と
同

時
に
、
表
面
に
ひ
び
割
れ
が
生
ま
れ
、
非
常
に
自
然
な
装
飾

と
な
る
。

　
土
の
帯
の
両
端
を
手
で
持
ち
、
上
か
ら
作
業
台
に
何
度
も

落
と
す
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
土
が
伸
び
て
い
く
。

「
地
球
の
重
力
を
生
か
し
て
土
を
落
と
す
と
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
土
に
加
わ
り
、
宇
宙
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な
気
分

に
な
り
ま
す
。
大
地
の
土
と
宇
宙
の
間
に
、
人
間
で
あ
る
私

が
い
て
生
ま
れ
る
表
現
で
す
」

　
ア
ー
グ
ネ
ス
は
い
と
も
簡
単
に
土
を
伸
ば
し
て
い
く
が
、

１
９
９
３
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｋ
Ｗ
Ｃ
）
滞
在
中
に
始
め
て
以
来
、
30
年

以
上
に
わ
た
り
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
技
法
だ
。
途

中
で
切
れ
た
り
せ
ず
に
土
を
自
由
自
在
に
操
る
こ
と
は
、
な

か
な
か
真
似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
、
土
は
最
初
の
３
倍
以
上
の
長
さ
に
伸

び
る
。
そ
れ
を
端
か
ら
く
る
く
る
と
丸
め
て
い
く
と
、
小

さ
な
渦
巻
が
で
き
る
。
こ
れ
を
焼
成
す
る
と
《
共
生 
蓋
置
》

（
15
頁
下
）
に
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
折
り
た
た
む
よ
う
に

す
る
と
、《
帯
状
大
皿
》（
19
頁
下
）
の
よ
う
に
な
る
。
ア
ー

グ
ネ
ス
の
土
の
帯
は
、
無
限
に
形
を
展
開
し
て
い
く
。

�

（
本
誌
・
田
中
め
ぐ
み
）

　
ア
ー
グ
ネ
ス
・
フ
ス
は
、「
作
品
制
作
に
お
い
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
帯
を
作
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
心
を
静
め
て
集
中

す
る
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
瞑
想
）
の
よ
う
な
も
の
」
だ
と

い
う
。
そ
の
制
作
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
ず
は
、
粘
り
が
あ
り
可か

塑そ

性せ
い

の
高
い
信
楽
水す
い

簸ひ

土
を
手

で
叩
い
て
四
角
に
ま
と
め
る
。
特
別
な
土
で
は
な
く
、
多
く

の
陶
芸
家
が
使
う
一
般
的
な
土
で
あ
る
。

　
次
に
、
土
の
厚
み
を
均
等
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
工
程
の

場
合
、
土
の
両
端
に
同
じ
厚
み
の
木
の
板
を
何
枚
か
置
き
、

し
っ
ぴ
き
（
切
り
糸
）
で
土
を
ス
ラ
イ
ス
す
る
。
し
か
し
、

ア
ー
グ
ネ
ス
は
、
夫
で
あ
る
版
画
家
の
若
林
文
夫
が
以
前
に

使
っ
て
い
た
銅
版
画
プ
レ
ス
機
を
使
う
と
い
う
、
非
常
に
ユ

ニ
ー
ク
な
や
り
方
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
圧
力
が
か
か
る
の

で
、
土
が
よ
り
均
質
に
な
る
そ
う
だ
。

　
そ
の
板
に
刷
毛
で
ラ
ン
ダ
ム
に
化
粧
土
を
塗
っ
て
い
く
。

今
回
は
、
白
・
黒
・
グ
レ
ー
を
使
い
、
形
が
強
調
さ
れ
る
仕

上
が
り
に
な
る
。

　
化
粧
土
が
少
し
乾
く
と
、
ナ
イ
フ
で
切
り
離
す
。
切
り
口

1993年、オランダのヨーロッパセラミック
ワークセンター（EKWC）滞在中に初めて
土の帯を作り、渦巻の作品を制作した。

木の成長によってひび割れる樹皮のように、土が伸びるときに 
できる自然のひび割れを生かす。

ロエベ 財 団クラフトプライズ2025に 出 品した《StopStone / 
TOMEISHI》は、太い帯を巻いてチューブ状にしたものを用いた。
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